
発行所(郵便番号100) ， 
東京都千代図区丸町内 2-4-1

スウェーデン社会研究月報
丸ノ内ピルデング 781号室
社団法人スウェーデン社会研究所

Tel (212) 4007・1447

雲任雲堀内 六 郎
ーー印刷所 関東図書株式会社

Bulletin Vol. 13 No. 12号定価200円(年間購読料怠千円)
1981年12月25日発行
第13巻第 12号 Japanska Institutet For Svensk Samhallsforskning 
(毎月 1回25日発行) (The Japanese Institute for Social Studies on Sweden) 

昭和44年12月23日第3種郵便物認可 Marunouchi.sldg・，No.781. Marunouchi， Chiyoda.ku， Tokyo， Japan 

スウェーデンの住宅政策について

About Swedish Housing Policy 

スウェーデンは、住宅部門に、国の総投資の約

25%と国民総個人消費の約23%を使っている。し

たがって住宅政策はこの国にとっては、重大な社

会的および経済的政策の大切な部分になる。

国民全員に広くて快適で環境に恵まれた住宅を

入手する機会を与えるのが、スウェーデンの住宅

政策の目的である。この 目的を達成するために、

特に三つの政策的手段が講ぜられている。第ーは

自治体の独占的な開発計画、第二は住宅ロ ーンシ

ステム、第三は住宅手当である。この第二と密接

な関係を持つのは、税制である。

1970年代の半ばに、スウェーデンの住宅政策の

本質的な目的は達成され、この国の居住水準は国

際的に見ても高いレベノレに達し、人口1000当りの

' 住宅数は 445、 これは国民が二人について住宅一

軒を持つ意味になる。

このように理論的に見ると好ましい住宅事情に

ありながら、今なお論ぜられているのが狭陸住宅

の解消と住宅分配の平等化の問題である。

スウ ェーデンの概念によると、台所と居間を入

れず一部屋に二人以上住むのが、 狭隆居住であ

る。 1975年の調べによると 、狭陸住宅に住む世帯

の数は約25万、 これは全世帯の 約 7%に該当す

る。この狭陸住宅問題の解決に役立っているのは

所得に応じて給付される住宅手当で、対象になる

のは有子低所得者と低所得年金者等である。この

手当によって、狭陸有子世帯の割合が1960年の55

%が1975年の15%に激減している。

一方、スウェーデンの金融および税制の仕組み

顧 問小野寺 信

Adviser Makoto Onodera 

は、持ち家を手に入れるものに都合よく出来てし、

る。ある人が自己資金5万、不動産借入れ35万、

市銀融資15万、合計55万クローネで持ち家を入手

したとすると、これに対する収支は、この家屋の

課税評価を20万とすると大体次のような勘定にな

る。

家賃の支払の代りと見なされる収入 (20万ク

ローナの3%) =6000クローナ

基礎控除 (1000クローナ)= -1000クローナ

金利控除 (50万クロ ーナの10%)

= -50， 000クローナ

差し引き -45，000クローナ

マー ジナノレ税を70%とすると ，-45，000が-

31，500クロ ーナとなり、これが免税になる。従っ

て持ち出しは、50，000-31， 500=18， 500クローナ

で、その結果、実質金利は3.7% となり 、これで

は余裕のあるものが得をするというわけで、平等

の国スウェーデンとして是正を要する問題である。
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昨年のクリスマスの思い出

Christmas in Sweden 

o古き時代を訪御させる地

スウェーデン人の心のふるさと、最もスウェー

デン的な伝統を守っているといわれているダーラ

ナ地方。昨年、私はこのダーラナはシリヤン湖の

ほとりでクリスマスを迎えることができた。

ストックホノレムから車で 3時間半、雪と氷に閉

ざされたなだらかな丘陵地帯に点在する民家から

は、キャンドノレのほのかな明かりがこぼれ、各々

の家の庭には大小さまざまのクリスマスツリーが、

数々の電球でかわいらしく飾り付けられ、 “ユー

ノレ・ダーゲン"を千寺つばかりとなっていた。

0老人を労うクリスマス・イブ

宿泊したホテル・シリヤンスネスには、各地の

老人クラブ、老人ホームの団体と数組の家族連れ

がきていた。 一般にこの国でのクリスマスは、家

庭では訪問客はなく、静かに夜を迎えるというが、

この夜の催しは、ダンスとその聞に行なわれた宿

泊者各々が用意したプレゼントの交換が主たるも

のであった。日本でいう“かごめ・かごめ"に似

たダンスやグームを、クリスマスツリーを囲みフ

ロアー狭しとばかりに陽気に歌い踊るというこの

企画は、数的に老人が多かったこともあるが、彼

会 員 中村明雄
Akio Nakamura 

らを常に中心にとするホテノレ側の演出が随所に見

受けられ、享受する老人達と共に時の経つのを忘

れさせるものだった。

0荘厳なクリスマスミサ

翌朝のミサは午前5時に始まった。その 1時間

前には町中に教会の鐘が響き渡り、タイマツを手

にした人々は暗い雪道を教会へと向かった。町中

の人が全員集まったかのごとく中は一杯で、日頃

教会には御無沙汰といわれている人々もこの日ば

かりは足を運ぶのであろう。住民で編成している

としヴ聖歌隊の響きは、気品と格調高い儀式をよ

り一層印象づけるほどすばらしいものであった。

o地域の若者達を呼んで

この日の夜、地域の若者がホテルに集まり宿泊

者と共にダンスに狂じた。ホテノレ主人の計らいら

しい。地域社会統合体のー要素として、クリスマ

スとし、う特別な日ではあったものの、普段の生活

の中にこうした地域社会に根ざした生活圏が守ら

れているという点に、この国の末端であるかもし

れないが、福祉社会の根のようなものを感じ、未

来を展望する姿が浮き彫りの形となってこの旅を

終えることができたのである。

Ysander氏の「国防と経済Jと題する講演会

去る11月27日スウェーデン大使館の図書室を拝借して、たまたま来日中の BengtChrister 

Ysander氏に標記の講演をお願いした。

同氏は、王期生スウェーデン産業協会のメンパーで防衛問題の権威であるが、その講話の中で、

スウェーデンの防衛体制とその考え方の説明がなされたが、非同盟中立の意義の解明と武装中

立についての国民意識の強さを強調されたことが印象的であった。



< 翻訳>

高等教育との結婚 (3)

A Marriage to Higher Education 

ストックホノレム大学名誉教授 トールステン・フセーン

教授織をめぐる競争の厳しい試練

2年間軍事顧問として働いた後、 1944年に私は、

ストックホノレムの中央徴兵局人事部に新しく設け

られた心理学高等研究員に任命された。私の博士

号請求論文は、その時完成していたが、それは、

500ページの文書として印刷されることが決定さ

れており、出版社に提出されていた。規則によれ

ば、審査の 3週間前までに、約 350部の学位請求

論文コピーが作成されねばならなかった。それは、

丁度審査3週間前に、母校ノレンド大学本部の掲示

板に 6インチの釘で札が下げられたでかでかミと

報ぜられた。

ストックホノレムに移転して一年後、私は、その

地区の幾つかの高等学校での大学入学資格試験の

検閲官として、その町に滞在していたと，恩師ミヨ

ハン・ランドクィストと夕食を共にした。大学入

学試験の管理は、諸大学から高等学校、すなわ

ち、ユムナシアへと移された1860年代から大学教

授が試験を監ノ皆する制度になっていた。ランドク

ィストは私を心理学・教育学教授職の後継者とし

て考えていることを率直に話してくれた。主任教

授の地位の公募はほぼ一年前になされたが、それ

は彼の退職する丁度一年前に当っていた。

私の論文についての審査の 2か月前に、 50歳に

なる視学官は、審査に付すために、 2巻からなる

1， 500ページの格調の高い論文を提出していたが、

それは、集団知能検査を使用した性差の研究に関

する自身の報告をも加えた、主として知能検査に

関する文献の評論と要約から構成されていた。ち

なみに、偶然にも私は、彼が16年も前に試みた、

その検査の被験者の一人であった。ランドクィス

トは、その論文はと冗長ミであると考え、教授会

内の視学官の支持者が期待した高い得点、を提示し

なかった。もちろん、これは、私の論文審査に影

響を与えよくない感情をっくり出していた。すな

わち、ほぼ2年後に始まる教授交替手続きをめぐ

る前哨戦に、私はうかつにも加わったのであっ

Prof. Torsten Husen 

た。

このことから生ずる不利は別としても、私が教

授職をめぐって競う場合、恐しく難儀な仕事とな

るものを、私は抱えていた。

第ーに、人文学部教授会は、私の論文に与えら

れる評点をめぐって、 二大グループに分かれてい

た。論文が審査員の過半数から厳しく批判された

場合、その論文には良のかわりに可が与えられた。

良は講師資格取得に必須とされるが、その場合そ

れは、教授職獲得競争に参加する資格を与える一

つの切符でもあった。論文の弁護に良が与えられ

ることは、それほど大きな補償とはならなかった。

ランドクワイストが私の論文に優を与えたことは

申すまでもない。

第二に、教授職に就くことを希望している者に

は、少くとも、講座によって分かれている二つの

異った学問領域において講師レベノレの論文を書く

ことが必要とされていた。その地位は、 35年前の

当時、心理学と教育学とから成っていたので、 二

つの学問領域に習熟することは不可能とはいえず、

全く異なった学問領域に対する学識を提示するこ

とは骨の折れる仕事であった。

そうした状況であったので、私の教授職応募に

関連して評価のために提出される付加的学術研究

を準備しまとめあげるために、私はちょうど 1年

聞を自由に使った。私は、以前に、読み書きの心

理学の領域における一連の予備的研究およびスウ

ェーデンにおける読み書きの改革の歴史に関する

研究を完成させていた。そのうえ、前述したよう

に、 と才能の保全ミの研究を遂行するに当って、

徴兵に関するデータを使用することができた。そ

のため、事実上なすべきこととして残っていたこ

とは、暇をみて、これらの研究をまとめあげるこ

とであった。私のリセシシアート論文であった直

観像に関連した論文は、ノレンド大学紀要に印刷の

ために提出された。願書提出の最終期限を迎える

前の月は、少くとも興奮していた。

先にも述べたように、大学教授の地位をめぐる
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手続きは大いに報道機関の注目を集めたが、それ

は、その地位に付随している権威を反映するもの

でもあった。応募者の名は新聞に掲載された。ま

た私は、応募者の名がスウェーデン放送のニュー

スで流されたことがあった、ということを記憶し

ている。

応募者の学問的業績と模擬講義ミを審査し、彼

らが教授となる資格を有しているか否かを判定し、

そして教授職に就く適任者を推挙するということ

が委嘱される、スウェーデンもしくは他の北欧諸

国の大学の人文学部の 3-4人の先輩教授が招か

れた。応募者のと模擬講義ミの審査のために招か

れる教授達を誰にするかの決定は、主任教授が属

している教授会によって下された。候補の指名と

最終的決定は新聞上に発表された。すでにこの段

階では、それぞれの応募者への支持をめぐっての

教授会内の派閥同志が対決する最初の機会が出現

していた。審査員には、その職務の遂行のために

6か月の期聞が与えられたが、彼らは、 3か月の

休暇をとるか、仕事に対する報酬を得るかのいず

れかを選択する権利を有していた。彼らには、各

々の応募者に対する審査書を作成すること、およ

びすべて独立して職務を遂行することが要求され

た。 二つの模擬講義を行うために応募者が教授団

の前に現れる時、唯一の公式協議がとり行われた。

二つの模擬講義のうちの一つは、審査員によって

作成されたトピックリストの中から応募者が自由

に選んだトピックに関するものであるが、そのリ

ストは模擬講義の丁度一週間前に応募者に提示さ

れた。また他の一つは、応募者が自由に選ぶトピ

ックに関するものであった。審査員は、講義終了

後、間もなく教授固に報告書を提出した。この場

合、総合審査報告書は約 150ページにもなった。

このことは、各応募者がそれぞれ約50ページ分審

査されているたことを意味していたのであるが、

主として模擬講義、つで論文の価値、また、しば

しば難点といった具合に判定が下された。後に、

私が審査員の役割を担った時、ストックホノレム大

学社会学科主任教授の 7人の応募者について審査

報告書において、私の担当部分は 100ページであ

った。この仕事は、同大学での教授生活の最初の

年になされたが、それに関連した休暇はとらなか

った。それは実に神経をすりへらした年であった

といえる。

さて、ノレンド大学の教授職の選定に関わってい
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た審査員達は、応募者推挙について全く意見を具

にしていた。ある者は私を一番手として挙げ、あ

る者は二番手に、またある者は三番手に挙げたが、

ある者は私に教授となる能力はないと言明した。

最後に挙げた審査員は、偶然にも、私が軍で仕事

を始めた時に私と対立した人であった。

審査員による報告書は、教授会および教授で管

理体を構成している評議会のメンバーに配布され

た。これらの二つの構成体のメンパーには、丹念

に報告書を読むことが要請されたでいたのである

が、彼らは、年令順に従って、最も若い教授から

順番にと回覧され、動機づけとなる意見陳述に支

えられた賛否の投票をしなければならなかった。

後者は場合によっては、多くのページからなる文

書の形をとっていた。この投票の目的は、有能な

応募者に順位をつけることであったが、それは有

能であると順序づけられた者の第二回目の投票が

行われる評議会に提出された。この手続きによっ

て作成されたリストは、教授の地位に関する他の

書類を付されて、応募者の一人を教授職に任命す

るよう政府に勧告する義務がある大学総長に提出

された。

応募者は、この入念かっ長期にわたる手続きの

各段階で反論と所見を述べる文書を提出すること

ができると、とし、う権利を有していた。多くの場

合、それらは、印刷された文書という形をとり、

学会における論争文献の歴史における古典となっ

ている。私は二つの文書を提出した。第一の文書

は、私を無能力者と決めつけた審査員に対して反

論を加えたものであれそれは教授団に提出され

た。第二の文書は教授団の票決後に提出されたも

のであったが、その時私は、教授団の三人の教授

に対する反論を展開していた。もちろん、そのよ

うな応募者側の介入は格好の新聞記事となった。

私の場合も例外ではなかった。

上述のことは、学界の頂点に立つまでの苦難の

道程についてのむしろ概括的な描写であるにもか

かわらず、疑いもなく、入念かっ時間浪費的な主

任教授職任命システムの光景を描き出している。

教授任命のシステムがかなり単純化され、以前ほ

ど、それが重要であると認められなくなった、

1960年代後半から1970年代初期に至るまで、それ

は何ら変わるところはなかった。

('Journal of Higher Educaion '1980， Vol. 51， 

No.6 より中嶋博訳〉



く図書紹介>

中村金治著 『高齢化と社会保障」

一一スウ ェーデンvs日本一一

近時、福祉社会スウェーデンを批判する書が相次いで刊行され、一方わが国においても福祉見直し論議が盛ん

である。

しかし、スウェーデンの社会保障の重要な柱となっている老令者政策についてみても、し、かに誤解が多いこと

か。またわが国で、は、敬老どころか、老人はますます社会の片隅みに追いやられているかにみえる。

われわれは、もちろんスウェーデンで行われていることのすべてを真似る必要があると主張するものではない。

しかしながらと高令化ミとと社会保障ミの点で、いかほど学ぶべき点の多いことか、一読して理解できるのが

本書であり、その意味で一人でも多くの方に読まれることを願って止まない。

〔発行所東京都武蔵野市吉祥寺南町1ー18ーし著者宅) -H' Nー

く研究会ニュー ス>

第 5回社会政策研究会

去る11月28日(土〉に、当研究所顧問の小野寺信氏を講師として、 「スウェーデンの住宅政策」をテーマとす

る、第 5回社会政策研究会が開催された。

講話は、スウェーデンの住宅政策の目標が1930年代より、質が良く、充分な広さをもち且つ環境の良い住宅の

増加と取得能力の不足の者への助成策の樹立を中心にうち樹てられて以来営々と改善の実をあげ、 200万戸建設

計画も実現をみて、世界ーの良好な住宅事情を実現したが、狭隆の問題の解決と持家志向のための小型住宅の増

加の問題への対策になお問題を残し、一方低所得者への融資対策の改善がさらに検討されている点等の指摘が中

心であった。

ともかく、スウェーデンが世界一の良好な住宅事情を実現し得たのは、地方自治体が宅地を豊富に所有してい

たことに依ることも指摘された。

なお、本件については本月報巻頭に同講師の論文を掲載した。

The Swedish Institute発行 i 
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the National Swedish Board for energy source development 

The disabled in Sweden : The int巴grationof physically disabled pupils 
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~SIP ニュース〉

1981/82年度国会開幕政府の施政方針演説

去る10月6日に開幕したスウェーデン1981/82年度国会初頭の政府の施政方針演説で、首相トーノレピ

ヨーン・フェノレディーン(Thorbjor・nFalldin)は、次の様に述べた。

「貿易収支の改善、外国かわせ相場の安定化、インフレ率の低下が、結果的に、将来への投資並びに

雇用の増加につながる。また、個人消費、公共消費における大巾な節減を実施すると共に、 インフレの

対応策をも構ずる必要がある。

すでに、 政府は 9月半ばに経済刺激を目的としてクローナの10%切下げ及び年末までの物価凍結の二

法案を打ち出している。しかし、それに引続く、さらに安定的な物価動向を保証し、商工業の生産力を

促進させるような新しい法案が現在必要とされてきている。従って付加価値税の減税案や産業の稼働率

改善を目ざす法案等も近日中に提出される見込みである。

スウェーデンの雇用水準は国際的に見ても現在非常に高く、失業率は過去最低値を記録している。 し

かしながら、失業状況の改善こそ、この冬、まっ先に政府が取り組まねばならない問題で、今後、 この

ための労働市場政策をさらに強化する予定である。

また、全面的な税制改正に関しては、中央党、自由党、社民党の三者間ですでに合意が成立しており、

限界税率の大巾な引下げも含み、来春には国会に提議される見込みである。

主として中小企業に焦点を合せた産業復興政策は、 さらにその視野を拡げていく必要があろうし、ま

た、新企業や新技術の開発及び新製品のマーケティング刺激のための特別法案も近々提出される予定で

ある。

なお、スウェーデンは今後とも、第三世界の国々への広範な開発援助一一特に賓しい国々を優先的に

一一続けてし、く予定であるが、その際これらの国々の国際貿易における地位の向上、食料並びにエネノレ

ギー供給の改善、その経済開発を促進させるような状況の設定に、 まず目を向けていく必要があろう。

1980年代の年間移民者数、およそ 4万程度

移民庁(The National Swedish Board of Immigration)の発表によると、スウェーデンへの移民は
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ここ数年、毎年平均 3万 5，OOO~ 4万という線で一定しており、 1980年代も多少の変化はあるにせよ、

どうやら、そのあたりで落ちつきそうだという。

スウェーデンへの移民のおよそ半分は、スカンジナピア諸国以外からの移民で、 ほとんどが難民や、

またはすでにスウェーデン圏内に居住する外国人の親類縁者を頼って移民してくる人々である。 同庁に

よれば、この種の傾向はここ十年来非常に目だち、世界情勢如何では、 さらに増加するものと思われる。

以前は、南ヨーロツノ切ゐらの大量の移民がスウェーデンに労働力を供給していたが、現在では、 その

傾向は止み、代わりに、ヨーロッパ以外からの移住が増えている。 1980年の調査値によると、 スワェー

デン内の親類を頼って移住してきたものがスカンジナア以外からの移住者(およそ 1万 8，000人強〉の

49%を占め、難民は32%、 8%は養子縁組によるものであった。

この傾向は、政府が現在の政策ースワェーデンを一時的避難所とし、別れ別れの家族の再結合を図る

ーを変えない限り 、1980年代を通じて変らないものと思われる。 さて、スカンジナビア諸国からの移民

の実態は多少明確ではないー依然フィンランド人がトップを占めているが、ここ数年間で、 大分祖国に

帰ってしまっている。理由としては、二国の経済状況や、 フィンランドの子供たちが避けて通ることが

できない言葉の壁や学校教育の問題等があげられよう。

1981年上半期のスウェーデンへの移民は、 1万3，500人、 なお、 昨年同期は、 1万6，600入であった。
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